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（論文内容の要旨） 
 
１．緒  論 
 油画の修復において劣化したワニスの洗浄やワニスの再塗布は、最も重要な処置のひとつである。従
って処置の際の判断基準として活用できるワニスの材料科学的な基礎情報は修復技術者にとって不可欠
である。しかしワニスを特徴づけるこれらの情報は、これまで修復技術者に十分に提供されてきたとは
言い難い。 
 樹脂を主成分とするワニス層は支持体、地塗層、絵具層の上に位置し、鑑賞者はワニスを通して作品
を見る。作品の印象は黄変したワニスの除去や再塗布するワニスの種類によって大きく変化するため、
除去する程度や再塗布するワニスの種類は慎重に判断される。従来はワニスの特性から紫外線灯照射下
での目視による蛍光調査が行われてきた。この調査は簡便であるため広く用いられる一方、蛍光色調や
強度が目視観察されるのみで主観が伴うため判断が難しい。そのためより客観的で詳細な科学的調査と
修復処置への寄与が求められている。 
 本研究では、これまで天然染料をはじめとする様々な有機物質の同定などに応用されてきた目視蛍光
調査よりも高精度の三次元蛍光スペクトル法を採用し、主として天然および合成樹脂ワニスの加速劣化
試験による蛍光現象の挙動調査と同定への応用と可能性について検討した。ワニスに関する基礎的情報
を得て、上述した判断の材料を提供し、適切な修復処置に寄与することを目的とした。 
 
２．研究方法 
 作品調査によるワニスの損傷の検討および日本の主要な修復工房へのアンケート調査の結果をもとに
10種のワニスサンプルを作成し、紫外線照射と湿熱各々の加速劣化試験を行った。次に試験後試料の三
次元蛍光スペクトルと透過スペクトルを計測し各ワニスの劣化挙動等について観察した。また劣化した
ワニスの洗浄は溶剤を含ませた脱脂綿を、画面上でローリングすることで汚れやワニスを除去する。こ
の時得られた脱脂綿（洗浄脱脂綿）に付着したワニスと加速劣化させたワニスの三次元蛍光スペクトル
を比較し同定の可能性を検討した。 
 
３．結果・考察 
3-1．油画修復におけるワニス 
 ワニスの損傷を検討するため作品の調査を行った結果、黄化・亀裂・黴跡・塗りむら等の損傷が多く
  
観察された。また現在日本の修復工房ではダンマルやパラロイドB72等が多く使用され、溶剤は工房によ
って様々だった。またマットな表面を求められる作品にはワックスを艶消し剤として添加する、あるい
はワニスの塗布そのものを行わない等の意見も見られ、工房ごとに材料の選択や使用方法に違いがある
ことが明らかになった。 
 
3-2．紫外線および湿熱による加速劣化試験 
 肉眼で認識されるワニスの色は、ワニスの発する蛍光とワニス自体の実態色が混ざり合ったものであ
る。そこで以下のように、三次元蛍光スペクトルにより蛍光の色調を、また透過スペクトルにより実態
色を明らかにした。 
 
3-2-1．天然樹脂ダンマルと合成樹脂パラロイドＢ72の紫外線加速劣化 
 ダンマルのピーク位置はEX/EM=320/375㎚から320/380㎚、450/500㎚に移動した。これは紫外線照射に
よりダンマルに蛍光を発する新たな劣化生成物が生じたことを示唆する。一方でパラロイドB72は紫外線
照射後もピーク位置に変化はない。このことからパラロイドB72の紫外線に対する安定性が確認された。 
 
3-2-2．オレンジシェラックの紫外線加速劣化 
 オレンジシェラックの４つのピークのうち紫外線照射によってEM=500㎚以上の３つのピークが消失し
た。これは黄、橙色の蛍光の消失を意味する。またオレンジシェラックには動物性染料が含まれるため、
消失したピークは紫外線に耐性のない染料に由来するものと考えられた。また透過スペクトルでは実態
色が橙色から淡い黄色へと変化した。従って紫外線照射により当初の橙色味が徐々に白色化するため、
塗布直後の色合いに変化が生じる点で注意が必要である。 
 
3-2-3．マスチックの湿熱加速劣化 
 ピーク位置はEX/EM=325/385㎚から430/485㎚に移動し、60日後に青緑の蛍光が生じる。透過スペクト
ルでは波長域全体の透過率が下降し無色透明から透明度の低下が見られた。また500㎚より短波長の透過
率の減少により黄色味が増す。当該ワニスは高い湿度に対して黄変を示すため、洞窟内壁画など高湿度
が懸念される状況下での使用は控えるべきである。 
 
3-3．洗浄脱脂綿の同定 
 作品Ａは耐溶剤テストや記録からマスチックの使用が推測されるが、標準試料との決定的な共通点は
見出し難かった。また作品Ｂは蛍光強度が極度に弱く等高線に乱れが生じているため、樹脂以外のもの
を添加した可能性がある。その他11作品の洗浄脱脂綿を測定した結果、本同定法を単独で明確な基準と
するには限界があるが、他の調査結果との総合判断の上同定は可能といえる。 
 
４．結  論 
① 紫外線・湿熱劣化ともに合成樹脂は天然樹脂よりもスペクトル挙動が少なく、安定している。 
② 紫外線照射で最も劣化する天然樹脂はオレンジシェラックで、蛍光が徐々に減衰し肉眼では橙から
ごく淡い黄色へ変化する。 
③ 紫外線に最も劣化する合成樹脂はリガレッツ1094で、蛍光に変化はないが肉眼では無色透明から黄
色へと変化する。 
④ 湿度に最も劣化する天然樹脂はマスチックで、黄化し透明度が落ちる。 
⑤ 湿度に最も劣化する合成樹脂はラロパールA81で、透明度の下降が著しい。 
⑥ 三次元蛍光スペクトルによるワニスの同定は、他の調査との総合判断の上可能である。 
  
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 申請論文は、油彩画の修復における最初の仕事となるワニスの除去と、修復の仕上げとして行われる
ワニスの塗布に関して、ワニスの性質を多角的に調査するとともに修復材料の立場から研究した成果を
まとめたものである。ワニスは油彩画の修復の中では非常に地味な存在であるが修復作品を長く後世に
伝えるには欠かせない重要な材料と位置付けられる。 
 まずはじめに、この材料に対して、作品調査ならびに工房へのアンケート調査により現状の把握を行
っている。すなわち、用いられているワニスの調査を自らの修復における作品調査と修復現場である工
房に行い使用状況の調査である。この結果を踏まえたうえで、現在、用いられている材料からこれまで
に用いられていた材料等幅広く調査を行い修復材料としての特性を明らかにしている。そのために、作
品の保存環境がワニスに影響する因子として、光(特に、紫外線)、温度ならびに湿度を取り上げ、経時
劣化を調べるなど系統的に研究を行っている。物質の変化については三次元蛍光分光スペクトルの変化
を用いている。これは従来の目視観察や紫外線蛍光観察と言った主観的かつ定性的現象を客観的評価法
として確立している。また、自然劣化に関する報告はすでになされているが、保存環境を想定して劣化
過程を明らかにしたのは本論文が初めてである。また、鑑賞者はワニス層を介して作品を鑑賞するため、
ワニスの色彩に与える影響を調べることは重要である。この点について、本論文では紫外光および可視
光による吸収スペクトルの測定により明らかにしている。これにより、修復材料としてワニスを選択す
る指針を示すとともに保存に好ましい環境を提案している。今後、新たなワニスの開発も進められてい
くが、その際には本研究の指針が新規ワニスの開発の材料評価指針になるものと確信する。 
 つづいて、上述の結果をデータベースとしすでに修復に用いられた材料の同定の可能性について言及
している。制作当時や修復時の材料を知ることは油画修復にとって重要である。これには、修復時にワ
ニスを溶剤により綿棒などの除去用具を用いて除去したものをそのまま試料として用いて三次元蛍光ス
ペクトルを測定し、結果を上述の劣化結果と比較することで用いられたワニスの同定ができることを明
らかにしている。この手法はこれまで着目されていなかったものを研究試料として取り上げたもので、
本研究において初めて確立され、大きな成果の一つと位置付けられる。 
 以上のことから、本申請論文は博士(文化財)の学位を授与するのに十分な内容および水準であると判
断できる。 
以上 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 修復技術者にとって、油画修復で処置するワニスの洗浄作業や仕上げワニスの塗布作業は、修復の中
でもとりわけ重要な作業のひとつである。携わる修復技術者には高い技量と深い知見が求められ、ワニ
スの種類や劣化状態等を適切に判断しながら処置に当たらねばならない。ワニスは油画作品にとって不
可欠な存在であり、定期的な交換によって作品をよりよい状態で後世に残し伝える重要な材料といえる。
本論文は、修復技術者の立場から、現在修復現場で実際に使用されるワニスを多角的な調査によって材
料学的な変化を測定、その結果を修復現場に役立ち得る内容としてまとめたものである。 
 まず、過去に行われた修復作品の修復記録調査から始まり、修復時のワニスの現状と対応について考
察が行われている。次に修復現場で実際に使用されているワニスの実態について、修復技術者や修復工
房を対象にアンケート調査が行われ、修復現場の把握に努めている。これらの調査結果から実用性が認
められる10種のサンプルを作成、ワニスの劣化要因として考えられる、光（主に紫外線）、温度、湿度を
取り上げ、強制劣化を行い経時変化が観察されている。本論文の大きな特徴は、このような経時変化を
三次元蛍光スペクトル法で調査した点にある。物質の変化を観察する上で三次元蛍光スペクトル法は、
  
近年わが国で高く評価されはじめた調査方法であり、ワニスの経時変化に着目して定性的に行った測定
では本研究が最初である。得られたデータではいくつかのサンプルで経時変化の判別が困難なワニスも
みられたものの、透過スペクトル測定法との組み合わせによって、物質としてのワニスの特性はこれま
でになく明らかにされ、三次元蛍光スペクトル法はワニスの判定に有効であることが示された。 
 さらに本論文では、実際にワニス洗浄した洗浄脱脂綿に着目、洗浄脱脂綿とともに加速劣化したワニ
スを脱脂綿に含ませ、それぞれに三次元蛍光スペクトルを比較して同定を試みている。その結果、洗浄
脱脂綿においても三次元蛍光スペクトル法は、紫外線蛍光観察および耐溶剤テスト等の総合判断によっ
て、ワニスの同定は可能であることを示した。 
 以上の成果は、これまで調査困難と思われてきたワニスの識別や劣化状態、さらに修復の際に再塗布
されるワニスの選択を容易にする内容であり、文化財保存修復分野の、特に、油画修復現場に役立ち得
る成果として高く評価できる。 
 よって、本論文は、学位授与に相応しい内容であると審査員一同判断した。 
以上 
 
